
【取組内容④】保護者への連絡、アンケート、お便り等のデジタル配信

大仙市立豊成小学校（秋田県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-８

Teamsを活用したお便りのデジタル配信

Formsを活用したスクールバス/児童クラブの利用確認

Formsを活用した保護者アンケートの実施及び集計

昨年度までは紙媒体で配付していたお便りを、児童用タブレットに配信した。こ
れにより、児童の生き生きとした学校生活の様子をカラー写真や動画で家庭に伝え
ることができた。さらに印刷にかかる労力やコストが大幅に削減された。しかし、
実施していく中で課題も見えてきた。児童用端末がないと保護者は情報を確認でき
ない。そこで、学習支援ソフトを活用してパスワードを設定した上で、各種お便り
を配信することにした。

Formsで作成した学校評価アンケート（保護者用）のURLを一斉メールに貼り付

けて送信。さらに、集計結果を学習支援ソフトで作成し、その閲覧専用リンクの
URLを一斉メールで送信した。集計にかかる労力の大幅な削減や印刷製本業務にか
かる労力をカットすることができた。印刷用紙の大幅な削減にもつながっている。

本校ではスクールバス及び放課後児童クラブを利用する児童数が、全体の７割以
上となる。以前は、利用するか否かの連絡を保護者が毎日連絡帳で伝えていた。ま
た担任がその情報を職員室のホワイトボートに書き込んでいた。しかし学校、家庭
ともに負担感が大きかった。さらに書き漏らしが発生する心配があった。
そこでスクールバスや放課後児童クラブ利用の変更届をFormsで作成したシート
に保護者が入力することにした。放課後の児童の状況を簡単に確実に把握すること
ができるようになった。


